
町議会
だより

編 集 長柄町議会広報編集特別委員会

ながら
主な内容

第１回定例会

定例会で決まったこと �  14

長生郡市広域市町村圏組合議会議員の報告 �  19

一般質問（6名） �  20

委員長報告 �  26

令和6年長柄町議会第1回定例会は、3月4日から18日までの15日間を会期として開催されまし
た。

提出された議案等は、承認2件、議案23件、同意3件、新年度予算の審査については各常任委員会
へ付託し、3月7日、8日の審査により、各委員長から原案のとおり可決すべきものとして定例会最終
日に報告されました。

※新年度予算の概要については、4月19日発行「広報ながら」の４頁から５頁に掲載されています。
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承 認
第１号

専決処分の承認を求めることについて（令
和5年度長柄町一般会計補正予算（第8号）

原案
承認 11 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

承  認
第 2 号

専決処分の承認を求めることについて（長
柄町使用料及び手数料条例の一部を改正す
る条例）

原案
承認 11 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議　案
第 1 号

議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関
する条例の一部を改正する条例の制定につ
いて

原案
可決 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

第 1 回   定 例 会

スマートフォンはQRコードから

URL：https://www.town.nagara.chiba.jp/site/gikai/9653.html
議会の会議録は町ホームページで公開しています。
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議　案
第 2 号

長柄町特別職の職員の給与及び旅費に関す
る条例の一部を改正する条例の制定につい
て

原案
可決 11 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議　案
第 3 号

職員の給与に関する条例及び長柄町一般職
の任期付職員の採用等に関する条例の一部
を改正する条例の制定について

原案
可決 11 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議  案
第 4 号

長柄町会計年度任用職員の給与及び費用弁償
に関する条例及び職員の育児休業等に関する
条例の一部を改正する条例の制定について

原案
可決 11 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議　案
第 5 号

長柄町議会委員会条例の一部を改正する条
例の制定について

原案
可決 11 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議　案
第 6 号

長柄町介護保険条例の一部を改正する条例
の制定について

原案
可決 11 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議　案
第 7 号

長柄町監査委員条例の一部を改正する条例
の制定について

原案
可決 11 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議　案
第 8 号 町道路線の認定について 原案

可決 11 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議　案
第 9 号 町道路線の廃止について 原案

可決 11 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議　案
第10号

人権擁護委員の推薦につき意見を求めるこ
とについて

原案
可決 11 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議　案
第11号

令和5年度長柄町一般会計補正予算（第9
号）

原案
可決 11 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議　案
第12号

令和5年度長柄町国民健康保険特別会計補
正予算(第2号)

原案
可決 11 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議　案
第13号

令和5年度長柄町農業集落排水事業特別会
計補正予算(第2号)

原案
可決 11 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議　案
第14号

令和5年度長柄町介護保険特別会計補正予
算(第3号)

原案
可決 11 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議　案
第15号

令和5年度長柄町浄化槽事業特別会計補正
予算(第2号)

原案
可決 11 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議　案
第16号

令和5年度長柄町後期高齢者医療特別会計
補正予算(第2号)

原案
可決 11 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議　案
第17号

令和6年度長柄町一般会計予算 原案
可決 10 1 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議　案
第18号

令和6年度長柄町国民健康保険特別会計予
算

原案
可決 11 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―
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議　案
第19号

令和6年度長柄町介護保険特別会計予算 原案
可決 11 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議　案
第20号

令和6年度長柄町後期高齢者医療特別会計
予算

原案
可決 11 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議　案
第21号

令和6年度長柄町下水道事業会計予算 原案
可決 11 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議　案
第22号

職員の給与に関する条例の一部を改正する
条例の一部を改正する条例の制定について

原案
可決 11 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議　案
第23号

令和5年度長柄町一般会計補正予算（第10
号）

原案
可決 10 1 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

同　意
第1号

副町長の選任につき同意を求めることにつ
いて

同意
可決 11 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

同　意
第2号

教育委員会教育長の任命につき同意を求め
ることについて

同意
可決 11 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

同　意
第3号

教育委員会委員の任命につき同意を求める
ことについて

同意
可決 11 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

※　○…賛成、×…反対、欠…欠席、退…退席、除…除斥、議長は裁決に加わらないため「－」で表示

専決処分専決処分
承認第１号　専決処分の承認を求めることについて

（令和５年度長柄町一般会計補正予算（第８号））
一般会計の歳入歳出予算の総額にそれぞれ8,748万9千円を追加し、補正後の予算総額を45億

7,576万6千円とするものです。
内容は、国主導による低所得者世帯に対し、７万円の追加給付を行うとともに、９月８日の台風第

13号による長柄小学校グラウンド法面の復旧工事に係る経費について、予算計上し、12月26日付け
で専決処分をしたものです。

承認第２号　専決処分の承認を求めることについて
（長柄町使用料及び手数料条例の一部を改正する条例）

戸籍法の一部を改正する法律に基づくもので、国による戸籍情報の電子化、運用システム構築に伴
うオンライン化により、本年３月１日から本籍地以外の市区町村の窓口でも請求ができ、広域的な交
付が可能となりました。

関連政令に基づき、施行期日の3月1日までに戸籍電子証明書等を提供するための発行事務を新た
に追加し、手数料を定める必要が生じたため、2月16日付で専決処分をしたものです。
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条例の一部改正条例の一部改正
議案第１号　議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
議案第２号　長柄町特別職の職員の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例の制定について

人事院勧告並びに千葉県人事委員会の給与に関する勧告による職員の給与改定に準じ、改正を行う
もので、期末手当の支給率を0.1月分引上げ、令和５年度分から実施するものです。

議案第３号　職員の給与に関する条例及び長柄町一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を
　　　　　　改正する条例の制定について

人事院勧告並びに千葉県人事委員会の給与に関する勧告をうけ、所要の改正を行うものです。

議案第４号　長柄町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例及び職員の育児休業等に関す
　　　　　　る条例の一部を改正する条例の制定について

人事院勧告並びに千葉県人事委員会の給与に関する勧告をうけ、所要の改正を行うもので、会計年
度任用職員に対する勤勉手当の支給を新たに令和６年度から実施するものです。

議案第５号　長柄町議会委員会条例の一部を改正する条例の制定について
令和５年第４回定例会で可決した長柄町課設置条例の一部を改正する条例において、新たに健康保

険課と福祉課が設置されることに伴い、議会において両課を所管する住民教育常任委員会での条例に
おける所管事項に変更が生じたため、所要の改正を行うものです。

議案第６号　長柄町介護保険条例の一部を改正する条例の制定について
介護保険法第117条の規定による第９期介護保険事業計画策定に伴い、令和６年度から令和８年度

までにおける、第１号被保険者の保険料の改正を行うものです。
主な内容としては、今後の介護給付費の増加を見据え、第１号被保険者の標準段階を現行の９区分

から13区分に多段階化した上で、低所得者の保険料上昇の抑制を図るため見直しをするものです。

議案第７号　長柄町監査委員条例の一部を改正する条例の制定について
令和５年５月８日に公布された、地方自治法の一部を改正する法律による施行期日が４月１日から

となり、条例が引用する法律条文の条ずれなどが発生することから、整合性を図るため所要の改正を
行うものです。

議案第22号　職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例の制定について
職員の地域手当について令和６年度においても引き続き不支給とするもので、条例の附則を改正す

るものです。

町道の認定および廃止町道の認定および廃止
議案第８号　町道路線の認定について
議案第９号　町道路線の廃止について

主要地方道市原茂原線の通称刑部バイパスの完成に伴い、接続する５路線の認定及び廃止並びに旧
県道部分の認定と、道路敷払い下げ要望に伴う２路線の認定及び廃止であり、道路法第８条及び第10
条の規定により議会の議決を求めるものです。
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人事案件人事案件
議案第10号　人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

現在の委員である蒔田民之氏が本年６月30日をもって任期満了となるため、引き続き同氏を推薦
するものです。

同意第１号　副町長の選任につき同意を求めることについて
副町長に若菜一繁氏を選任したく、議会の同意を求めるものです。

同意第２号　教育委員会教育長の任命につき同意を求めることについて
現教育長の石川和之氏が、本年度末をもって退任することとなったため、後任に酒井昌史氏を教育

長に任命したく、議会の同意を求めるものです。

同意第３号　教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて
教育委員であった宮坂雪里氏が昨年12月16日をもって任期満了となったため、新たに、久保貴子

氏を教育委員に任命したく、議会の同意を求めるものです。

議案第11号　令和５年度長柄町一般会計補正予算（第９号）
補正額は5,172万円を追加し、補正後の予算総額を46億2,748万6千円とするものです。

議案第12号　令和５年度長柄町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
補正額は718万8千円を増額し、補正後の予算総額を9億7,733万1千円とするものです。

議案第13号　令和５年度長柄町農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）
補正額は11万9千円を減額し、補正後の予算総額を5,525万3千円とするものです。

議案第14号　令和５年度長柄町介護保険特別会計補正予算（第３号）
補正額は1,266万6千円を減額し、補正後の予算総額を8億3,417万6千円とするものです。

議案第15号　令和５年度長柄町浄化槽事業特別会計補正予算（第２号）
補正額は963万9千円を減額し、補正後の予算総額を6,840万8千円とするものです。

議案第16号　令和５年度長柄町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
補正額は595万4千円を追加し、補正後の予算総額を1億1,120万円とするものです。

議案第23号　令和５年度長柄町一般会計補正予算（第10号）
本年３月末日までに事業の完了が見込めないものについて繰越明許費の設定を行うものです。
補正額は827万2千円を追加し、補正後の予算総額を2億9,721万円とするものです。

補正予算補正予算

18
NAGARA 2024.5



長生郡市広域市町村圏組合議会議員の報告長生郡市広域市町村圏組合議会議員の報告

議案第1号 令和5年度長生郡市広域市町村圏組合一般会計補正予算（第3号)

議案第２号 令和5年度長生郡市広域市町村圏組合特別会計火葬場・斎場事業費補正予算（第1号）

議案第３号 令和5年度長生郡市広域市町村圏組合水道事業会計補正予算（第2号）

議案第４号 令和5年度長生郡市広域市町村圏組合病院事業会計補正予算（第2号）

議案第５号 令和6年度長生郡市広域市町村圏組合一般会計予算

議案第６号 令和6年度長生郡市広域市町村圏組合特別会計火葬場・斎場事業費予算

議案第７号 令和6年度長生郡市広域市町村圏組合水道事業会計予算

議案第８号 令和6年度長生郡市広域市町村圏組合病院事業会計予算

議案第９号 監査の執行に関する条例の一部を改正する条例の制定について

議案第10号
職員の給与に関する条例及び一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例の
制定について

議案第11号 長生郡市広域市町村圏組合会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する
条例の制定について

議案第12号 使用料及び手数料条例の一部を改正する条例の制定について

議案第13号 長生郡市広域市町村圏組合水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

議案第14号
長生郡市広域市町村圏組合水道部企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する
条例の制定について

議案第15号
長生郡市広域市町村圏組合水道事業給水条例及び長生郡市広域市町村圏組合水道事業布設工事監
督者の配置基準及び資格基準並びに水道技術管理者の資格基準に関する条例の一部を改正する条
例の制定について

議案第16号
長生郡市広域市町村圏組合消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部を改正する条
例の制定について

議案第17号 長生郡市広域市町村圏組合病院事業の設置及び経営の基本に関する条例の一部を改正する条例の
制定について

議案第18号
長生郡市広域市町村圏組合病院事業管理者の給与等に関する条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

議案第19号
長生郡市広域市町村圏組合病院事業企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について

議案第20号 監査委員の選任につき同意を求めることについて

議案第21号 教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて

定例会の冒頭に、長生郡市広域市町村圏組合議会議員から令和６年第１回長生郡市広域市町村圏組
合議会定例会の報告がありました。以下、要約したものを掲載します。

令和６年第１回長生郡市広域市町村圏組合議会定例会は２月１日に開会し、以下の議案について審
議し、２月19日に閉会しました。

以上、議案21件を審議し、すべて原案のとおり可決・同意されました。
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１
．�子
ど
も
た
ち
の
通
学
路

の
安
全
確
保
に
つ
い
て

問　

議
員

①
県
道
市
原
茂
原
線
の
通
学
路
の

整
備
に
つ
い
て
伺
う
。

②
県
道
長
柄
大
多
喜
線
の
狭
隘
区

間
の
整
備
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

町
長

①
長
生
土
木
事
務
所
と
も
現
場
状

況
の
共
有
は
図
れ
て
お
り
、
歩
道

と
車
道
を
分
離
す
る
構
造
物
に
つ

い
て
、
基
準
に
の
っ
と
っ
た
構
造

で
な
い
場
所
や
未
整
備
区
間
が
あ

る
こ
と
も
承
知
し
て
い
る
。

②
当
該
箇
所
の
拡
幅
に
つ
い
て

は
、
県
に
対
し
以
前
か
ら
要
望
し

て
い
る
。

２
．�４
月
開
始
に
向
け
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て

問　

議
員

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の

進
捗
状
況
を
伺
う
。

し
家
屋
へ
の
浸
水
被
害
が
発
生
し

た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　

現
在
、
県
が
管
理
す
る
一
宮
川

水
系
で
は
、
令
和
元
年
の
降
雨
を

目
安
に
住
宅
の
床
上
浸
水
被
害
を

な
く
す
べ
く
、
令
和
６
年
度
ま
で

に
中
下
流
の
整
備
を
、
令
和
11
年

度
ま
で
に
上
流
域
の
整
備
を
推
進

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
長
柄
山
地
区
を
上
流
部

と
す
る
村
田
川
水
系
神
崎
川
は
、

現
在
市
原
市
が
事
業
主
体
と
な
り

改
修
事
業
を
進
め
て
い
る
。

　

本
町
は
、
令
和
４
年
に
長
柄
町

浸
水
警
戒
区
域
に
関
す
る
条
例
を

制
定
し
、
浸
水
が
想
定
さ
れ
る
区

域
に
新
た
な
建
築
の
ル
ー
ル
を
定

め
る
と
と
も
に
、
流
域
治
水
の
理

念
の
下
、
貯
め
る
、
流
す
、
受
け

流
す
、
逃
げ
る
の
４
本
柱
に
つ
い

て
、
そ
の
方
向
性
を
検
討
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

②
ご
提
案
の
町
独
自
の
新
た
な
手

当
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て

い
な
い
。

問　

議
員

（
仮
称
）
高
齢
者
外
出
支
援
タ
ク

シ
ー
事
業
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

町
長

　

事
業
内
容
は
、
令
和
６
年
度
に

検
討
・
調
整
し
、
住
民
に
十
分
な

周
知
を
行
っ
た
上
で
、
事
業
を
実

施
し
た
い
。

問　

議
員

　

利
用
者
及
び
試
行
期
間
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

答　

町
長

　

75
歳
以
上
の
希
望
者
に
対
し
て

考
え
て
い
る
。
試
行
期
間
は
利
用

者
の
意
見
や
、
皆
さ
ん
に
効
果
的

に
評
価
し
て
い
た
だ
け
る
事
業
と

な
る
よ
う
考
え
て
い
る
。

４
．�企
業
よ
り
寄
贈
い
た
だ

い
た
ド
ロ
ー
ン
の
活
用

に
つ
い
て

問　

議
員

　

ド
ロ
ー
ン
を
ど
の
よ
う
に
活
用

さ
れ
て
い
る
か
伺
う
。

答　

町
長

　

当
該
ド
ロ
ー
ン
は
空
撮
を
主
な

目
的
と
し
て
い
る
た
め
、
災
害
に

よ
り
発
生
し
た
土
砂
崩
れ
な
ど
で

答　

教
育
長

　

令
和
５
年
度
、
校
長
を
通
じ
て

関
係
資
料
を
配
付
し
、
各
校
で
研

修
会
や
協
議
会
を
開
き
、
検
討
が

さ
れ
た
。

　

町
教
育
委
員
会
が
作
成
し
た
規

則
や
要
綱
を
各
校
に
示
し
実
施
計

画
等
を
作
成
し
た
。

　

学
校
の
実
情
に
応
じ
た
組
織

づ
く
り
を
行
い
、
開
催
回
数
や
協

議
事
項
等
に
つ
い
て
検
討
し
て
、

保
護
者
や
地
域
へ
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
周
知
を
行
い
、

理
解
や
協
力
を
お
願
い
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を

導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
地
域
と
学

校
が
一
体
と
な
り
社
会
総
が
か
り

で
の
教
育
を
実
現
さ
せ
て
い
き
た

い
。

３
．�

令
和
７
年
度
よ
り
開

始
予
定
と
聞
い
て
い

る（
仮
称
）高
齢
者
外

出
支
援
タ
ク
シ
ー
に

つ
い
て

道
路
が
寸
断
さ
れ
現
地
に
直
接
行

け
な
い
場
合
な
ど
の
被
害
状
況
の

把
握
の
た
め
の
空
撮
を
想
定
し
て

い
る
。

５
．�防
災
・
減
災
対
策
に
つ

い
て

問　

議
員

　

今
後
の
水
害
リ
ス
ク
の
増
大
に

備
え
、
生
活
で
き
る
基
盤
づ
く

り
、
防
災
・
減
災
対
策
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
そ
こ
で
２
点
伺
う
。

①
こ
れ
ら
の
被
害
に
つ
い
て
原
因

を
把
握
し
、
原
因
の
解
消
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
伺

う
。

②
一
度
被
災
す
る
と
、
退
去
な
ど

の
人
口
流
出
も
考
え
ら
れ
る
が
、

そ
れ
ら
に
対
す
る
手
当
て
を
考
慮

す
る
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

答　

町
長

①
日
雨
量
が
３
０
０
ミ
リ
を
超
え

る
大
雨
に
よ
り
大
規
模
な
土
砂
崩

れ
や
河
川
の
氾
濫
、
内
水
が
発
生

本
吉
　
敏
子

本
吉
　
敏
子  

議
員
議
員
（
一
問
一
答
方
式
）

（
一
問
一
答
方
式
）
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１
．�

役
場
内
の
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
防
止
、
相
談
の
対

策
、体
制
に
つ
い
て

問　

議
員

　

役
場
内
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防

止
対
策
、
相
談
の
体
制
等
に
つ
い

て
伺
う
。

答　

町
長

苦
情
相
談
窓
口
は
総
務
課
で
担

当
し
、
事
案
の
内
容
に
よ
り
副
町

長
な
ど
で
組
織
す
る
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
苦
情
処
理
委
員
会
を
設
置
し

て
、
そ
の
事
実
関
係
の
調
査
、
対

応
措
置
を
審
議
し
、
行
為
者
に
対

し
て
必
要
な
指
導
を
す
る
と
定
め

て
い
る
。

２
．�

12
月
定
例
議
会
の
一
般

質
問
の
議
事
録
を
読
み

返
し
た
結
果
に
つ
い
て

問　

議
員

①
空
き
家
バ
ン
ク
も
住
宅
新
築
も

同
じ
不
動
産
登
記
を
行
う
が
、
空

き
家
バ
ン
ク
だ
け
補
助
金
が
加
算

さ
れ
る
理
由
を
伺
う
。

②
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
で
、

※
１

セ
ル
フ
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

補
助
対
象
に
す
る
な
ら
ば
、
補
助

金
要
綱
の「
町
内
施
工
業
者
に
よ

る
工
事
施
工
を
行
っ
た
も
の
」
の

条
文
を
訂
正
、
削
除
が
必
要
と
考

え
る
が
、
執
行
部
の
考
え
を
伺

う
。答　

町
長

①
空
き
家
に
係
る
町
の
諸
問
題
の

解
決
と
人
口
増
を
同
時
に
図
っ
て

い
く
こ
と
か
ら
、
空
き
家
バ
ン
ク

登
録
促
進
事
業
を
施
策
の
柱
と
し

て
行
っ
て
い
る
。
限
ら
れ
た
予
算

の
中
で
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
つ
つ
、

人
口
増
施
策
の
一
つ
と
し
て
行
っ

て
い
る
。

②
町
内
の
施
工
業
者
を
利
用
し
て

改
修
工
事
を
行
う
業
者
請
負
型

と
、
改
修
工
事
を
補
助
金
申
請
者

自
ら
が
施
工
す
る
セ
ル
フ
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
型
に
す
み
分
け
し
た

形
に
一
部
改
正
す
る
こ
と
に
よ
り

対
応
で
き
る
も
の
と
承
知
し
て
い

る
。

の
負
担
軽
減
や
不
測
の
給
付
費
増

加
に
伴
う
支
出
に
充
当
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
余
剰
金
が
発
生
し
た

場
合
、
基
金
に
積
立
て
る
も
の
と

な
っ
て
い
る
。

　

基
金
を
保
有
す
る
適
正
額
は
、

保
険
料
収
入
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
利

用
に
関
し
て
増
減
が
生
ず
る
た

め
、
介
護
給
付
費
支
出
額
の
お
お

む
ね
２
か
月
分
程
度
の
額
を
準
備

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
の
で
は
な

い
か
と
認
識
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
基
金
積
立
て
の
使
途

は
、
介
護
保
険
事
業
計
画
見
直
し

に
お
け
る
保
険
料
の
抑
制
や
給
付

費
増
加
に
伴
う
支
出
に
使
用
す
る

も
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
公
共
土
木
施
設
災
害
復

旧
工
事
１
件
と
農
業
用
施
設
災
害

復
旧
工
事
２
件
に
つ
い
て
は
繰
越

事
業
と
し
て
実
施
し
、
河
川
災
害

復
旧
工
事
２
件
は
別
事
業
に
て
令

和
６
年
度
に
実
施
を
予
定
し
て
い

る
。

　

請
負
業
者
へ
の
指
導
は
、
ヘ
ル

メ
ッ
ト
の
着
用
、
工
事
看
板
の
設

置
や
重
機
の
管
理
、
月
１
回
の
工

程
報
告
な
ど
、
該
当
す
る
事
業
者

に
対
し
て
改
善
を
求
め
る
と
と
も

に
、
長
柄
町
土
建
組
合
を
通
じ
町

事
業
に
携
わ
る
各
社
に
対
し
、
適

正
に
事
業
に
取
り
組
む
よ
う
周
知

し
た
。

４
．�

介
護
保
険
財
政
調
整

基
金
に
つ
い
て

問　

議
員

介
護
保
険
財
政
調
整
基
金
の
成

果
目
標
、
ま
た
基
金
の
積
立
て
、

何
に
使
お
う
と
し
て
い
る
か
伺

う
。答　

町
長

　

基
金
の
成
果
目
標
は
、
明
確
な

基
準
等
は
な
い
が
、
３
年
ご
と
に

改
定
す
る
介
護
保
険
事
業
計
画
に

お
け
る
第
１
号
被
保
険
者
保
険
料

３
．�

災
害
復
旧
の
進
捗
率

及
び
残
り
の
件
数
と

内
容
及
び
業
者
指
導

に
つ
い
て

問　

議
員

　

現
在
の
各
課
の
進
捗
率
、
残
り

の
工
事
箇
所
、
残
り
の
工
事
の
内

容
及
び
残
工
事
の
見
通
し
を
伺

う
。
ま
た
、
12
月
の
定
例
議
会
の

後
に
、
業
者
に
何
か
指
導
し
た
こ

と
が
あ
る
か
伺
う
。

答　

町
長

　

２
月
20
日
の
時
点
で
、
建
設
環

境
課
が
所
管
す
る
災
害
復
旧
工

事
の
進
捗
率
は
89
％
、
残
り
16
件

で
、
主
な
工
事
の
内
容
は
、
道
路

の
の
り
面
の
復
旧
や
水
路
構
造
物

の
復
旧
及
び
道
路
や
水
路
の
堆
積

土
撤
去
と
な
っ
て
い
る
。

　

産
業
振
興
課
が
所
管
す
る
災
害

復
旧
工
事
の
進
捗
率
は
89
％
、
残

り
８
件
で
、
主
な
工
事
の
内
容
は

建
設
環
境
課
と
同
様
で
あ
る
。

　

合
計
の
進
捗
率
は
89
％
、
残
り

の
工
事
件
数
は
24
件
で
、
お
お
む

ね
年
度
内
に
完
了
す
る
が
、
建
設

環
境
課
所
管
分
の
３
件
が
４
月
に

ず
れ
込
む
見
込
み
で
あ
る
。

鶴
岡
　
喜
豊

鶴
岡
　
喜
豊  

議
員
議
員
（
一
問
一
答
方
式
）

（
一
問
一
答
方
式
）

※
１
セ
ル
フ
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と

は○
内
装
業
者
等
に
依
頼
せ
ず
、
自

分
の
手
で
設
計
や
工
事
を
行
う

こ
と
。
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１
．�

長
柄
町
の
防
災
に
つ

い
て

問　

議
員

①
長
柄
町
地
域
防
災
計
画
の
見
直

し
・
検
討
は
定
期
的
に
行
っ
て
い

る
か
伺
う
。

②
町
指
定
の
避
難
所
及
び
防
災
備

蓄
倉
庫
は
何
か
所
あ
る
か
伺
う
。

ま
た
防
災
備
蓄
倉
庫
の
リ
ス
ト
管

理
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
か
伺

う
。

③
災
害
情
報
発
信
の
ツ
ー
ル
と
し

て
ど
の
様
に
し
て
い
る
か
伺
う
。

④
自
主
防
災
組
織
が
未
だ
に
で
き

て
い
な
い
自
治
会
の
理
由
は
ど
の

よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
か
伺

う
。

⑤
自
主
防
災
組
織
に
お
い
て
活
動

マ
ニ
ュ
ア
ル
は
策
定
さ
れ
て
い
る

か
伺
う
。

⑥
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
閲
覧
し
た

こ
と
の
あ
る
町
民
は
全
体
の
何

パ
ー
セ
ン
ト
い
る
か
伺
う
。

⑦
町
民
へ
の
防
災
知
識
普
及
や
防

災
意
識
高
揚
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
伺
う
。

⑧
男
女
共
同
参
画
の
視
点
で
の
防

災
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

町
長

①
現
在
の
地
域
防
災
計
画
は
令
和

５
年
３
月
の
町
防
災
会
議
が
策
定

し
た
も
の
で
、
今
後
は
国
・
県
の

防
災
基
本
計
画
を
踏
ま
え
て
、
毎

年
検
討
・
見
直
し
を
行
い
必
要
に

応
じ
て
修
正
に
務
め
る
。

②
避
難
所
は
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
公

民
館
は
じ
め
町
内
９
箇
所
を
指

定
し
て
い
る
。
防
災
備
蓄
倉
庫
は

役
場
、
公
民
館
等
７
か
所
に
設
置

し
、
備
蓄
品
の
管
理
に
つ
い
て
は

倉
庫
ご
と
に
一
覧
を
作
成
し
、
定

期
的
に
倉
庫
の
点
検
を
行
う
。

③
町
地
域
防
災
計
画
で
は
防
災
広

報
の
充
実
に
努
め
る
こ
と
と
定
め

て
い
る
。
防
災
行
政
無
線
及
び
防

災
メ
ー
ル
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
を
活
用

し
、
千
葉
県
の
防
災
シ
ス
テ
ム
を

通
じ
、
テ
レ
ビ
の
デ
ー
タ
放
送
で

の
情
報
発
信
も
併
せ
て
行
っ
て
い

る
。

の
積
み
重
ね
が
大
切
で
あ
り
、
児

童
・
生
徒
が
安
全
上
の
課
題
に
つ

い
て
自
ら
考
え
、
教
員
か
ら
指
導

す
る
だ
け
で
な
く
、
子
供
達
が
自

分
事
と
し
て
捉
え
る
事
が
大
切
と

考
え
て
お
り
、「
自
他
の
命
を
守

る
た
め
に
主
体
的
に
判
断
・
行
動

で
き
る
力
」
を
身
に
付
け
さ
せ
て

い
き
た
い
と
考
え
る
。
今
後
も
防

災
教
育
を
一
層
充
実
、
継
続
し
て

い
く
。

に
参
加
を
い
た
だ
き
、
男
女
双
方

の
視
点
に
配
慮
し
た
防
災
対
策
の

確
立
を
図
る
計
画
と
し
て
い
る
。

２
．�

学
校
に
お
け
る
防
災

教
育
に
つ
い
て

問　

議
員

①
地
震
発
生
時
の
初
期
行
動
に
つ

い
て
伺
う
。

②
教
師
間
で
の
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
共
有
は
徹
底
さ
れ
て
い
る
か
伺

う
。

③
児
童
生
徒
へ
の
防
災
知
識
の
普

及
と
し
て
授
業
等
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
伺
う
。

答　

教
育
長

①
学
校
安
全
に
つ
い
て
は
学
校
保

健
安
全
法
に
基
づ
き
学
校
安
全
計

画
の
策
定
・
実
施
、
危
険
等
発
生

時
対
処
要
領
の
作
成
、
関
係
機
関

等
の
連
携
な
ど
様
々
な
措
置
を
講

じ
て
い
る
。

②
こ
ど
も
園
・
小
学
校
・
中
学
校

で
は
、
各
々
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

作
成
し
て
お
り
、
毎
年
見
直
し
て

い
る
。
ま
た
年
度
当
初
の
会
議
で

全
職
員
に
共
通
理
解
を
図
っ
て
い

る
。

③
防
災
教
育
は
日
常
的
な
実
践

④
未
設
置
の
自
治
会
か
ら
相
談
が

あ
る
が
、
自
治
会
内
で
の
合
意
形

成
が
図
れ
な
い
等
の
理
由
に
よ
り

設
定
に
至
ら
な
い
状
況
で
あ
る
。

今
後
は
制
度
の
説
明
や
啓
蒙
活
動

に
務
め
る
。

⑤
組
織
を
設
立
す
る
に
当
た
り
、

各
種
自
主
防
災
組
織
の
規
約
お
よ

び
防
災
計
画
を
策
定
し
て
い
る
。

⑥
防
災
総
合
マ
ッ
プ
を
令
和
３
年

３
月
に
自
治
会
長
を
通
じ
各
戸

配
布
を
行
っ
た
。
自
治
会
未
加
入

の
方
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載

及
び
各
公
共
施
設
に
冊
子
を
設
置

し
、
情
報
を
取
得
で
き
る
体
制
を

と
っ
て
い
る
。
転
入
者
に
は
転
入

手
続
き
の
際
に
窓
口
で
総
合
防
災

マ
ッ
プ
を
配
布
し
て
い
る
。

⑦
国
や
千
葉
県
か
ら
の
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
な
ど
を
活
用
し
情
報
提
供

を
行
い
つ
つ
、
こ
こ
数
年
、
災
害

や
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
実
施

で
き
て
い
な
い
災
害
対
策
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
講
座
や
防
災

訓
練
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

⑧
町
地
域
防
災
計
画
の
策
定
に
当

た
り
開
催
し
た
防
災
会
議
で
は
、

委
員
23
名
中
、
３
名
の
女
性
委
員

髙
橋
　
智
恵
子

髙
橋
　
智
恵
子  

議
員
議
員
（
一
問
一
答
方
式
）

（
一
問
一
答
方
式
）

22
NAGARA 2024.5



１
．�

本
会
議
に
お
け
る
質

疑
応
答
結
果
の
扱
い

に
関
し
て

問　

議
員

①
前
回
議
会
で
指
摘
し
た
が
、
本

会
議
で
の
執
行
部
の
答
弁
が
実
行

さ
れ
ず
放
置
さ
れ
て
い
る
事
例
が

過
去
五
年
間
で
十
件
あ
っ
た
。
議

会
の
意
義
に
関
す
る
重
要
な
問
題

と
し
て
迅
速
な
対
策
を
求
め
る

が
、
町
長
の
見
解
を
伺
う
。

②
本
会
議
の
決
定
事
項
、
担
当

課
、
進
捗
状
況
を
町
民
に
わ
か
る

よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
見

解
を
伺
う
。

答　

町
長

①
議
会
定
例
会
に
お
け
る
一
般
質

問
の
要
旨
等
に
つ
い
て
は
、定
例
会

の
終
了
後
速
や
か
に
各
担
当
課
に

お
い
て
課
題
点
を
整
理
し
、
質
疑

応
答
記
録
と
し
て
取
り
ま
と
め
、そ

の
後
の
進
行
管
理
に
つ
い
て
は
、
各

担
当
課
で
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

今
後
職
員
の
異
動
の
際
な
ど

は
、
引
継
ぎ
を
行
い
進
行
管
理
に

費
の
全
て
は
賄
え
ず
人
件
費
の
不

足
分
を
補
助
金
と
し
て
町
か
ら
交

付
し
て
い
る
。

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
社
会
福

祉
法
に「
地
域
福
祉
の
推
進
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
団
体
」
と

規
定
さ
れ
て
お
り
、
福
祉
活
動
に

お
い
て
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
自
主

財
源
の
確
保
に
つ
い
て
、
町
と
の

連
携
を
強
化
す
る
と
と
も
に
助
言

等
を
行
い
、
補
助
金
の
適
正
化
に

つ
い
て
検
証
を
進
め
て
い
く
。

５
．
害
獣
駆
除
に
関
し
て

問　

議
員

猪
駆
除
の
た
め
の
罠
猟
に
関
し

て
、現
在
写
真
の
み
の
確
認
と
な
っ

て
い
る
が
、
不
正
の
温
床
に
な
り

か
ね
な
い
の
で
改
善
を
求
め
る
が

考
え
を
伺
う
。
又
、
解
体
場
所
も

必
要
と
思
う
が
考
え
を
伺
う
。

答　

産
業
振
興
課
長

課
題
に
対
し
て
今
一
度
整
理

し
、
適
切
な
事
業
の
運
営
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

解
体
場
所
に
つ
い
て
引
き
続
き

研
究
し
て
ま
い
り
た
い
。

も
身
に
付
け
て
い
た
だ
く
よ
う
に

考
え
て
い
る
。

②
災
害
時
の
要
援
護
者
に
対
す
る

避
難
指
示
に
つ
い
て
は
、
避
難
支

援
の
中
心
を
町
が
主
導
で
行
う
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

様
々
な
ケ
ー
ス
を
想
定
し
体
制

を
構
築
す
る
た
め
、
要
援
護
者
に

対
し
て
支
援
者
の
確
保
が
必
要
と

な
る
。

　

今
後
、
先
進
的
な
事
例
を
参
考

に
、
か
つ
早
急
に
整
備
を
図
り
た

い
と
考
え
て
い
る
。

③
指
定
避
難
所
に
つ
い
て
は
災
害

対
策
基
本
法
の
基
準
に
基
づ
き
、

町
地
域
防
災
計
画
に
定
め
ら
れ
た

９
か
所
の
避
難
所
を
活
用
し
て
い

き
た
い
。

答　

総
務
課
長

④
な
る
べ
く
早
期
に
作
成
し
て
い

き
た
い
。

３
．�

災
害
復
旧
工
事
に
関

し
て

問　

議
員

町
内
の
３
社
の
み
が
災
害
復
旧

工
事
を
担
っ
て
お
り
未
完
了
だ

が
、
多
く
の
業
者
を
募
っ
て
早
急

努
め
、
課
題
の
解
消
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
く
。

答　

総
務
課
長

②
他
町
村
の
事
例
も
参
考
に
し
つ

つ
、
議
会
事
務
局
と
も
打
合
せ
検

討
し
て
い
く
。

２
．�
災
害
時
の
対
応
に
関

し
て

問　

議
員

①
民
生
委
員
の
要
援
護
者
避
難
介

助
の
訓
練
や
、
介
護
資
格
取
得
の

進
捗
を
伺
う
。

②
要
援
護
者
の
避
難
支
援
を
ど
う

考
え
る
か
伺
う
。

③
指
定
避
難
所
に
、
水
害
時
に
は

不
適
当
な
避
難
所
が
あ
る
。
早
急

に
そ
れ
に
代
わ
る
避
難
所
を
つ
く

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
進
捗

を
伺
う
。

④
冠
水
地
点
も
含
め
た
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
進
捗
を
伺
う
。

答　

町
長

①
民
生
委
員
会
議
に
講
習
会
な
ど

機
会
を
設
け
て
ス
キ
ル
を
少
し
で

に
復
旧
す
る
の
が
町
民
の
望
み
と

思
う
が
見
解
を
伺
う
。

答　

建
設
環
境
課
長

他
の
地
域
業
者
で
は
現
場
に
も

精
通
し
て
い
な
い
と
思
わ
れ
、
又

災
害
時
に
速
や
か
に
対
応
し
て
も

ら
う
べ
く
町
内
業
者
と
は
協
定
も

結
ん
で
お
り
、
速
や
か
に
対
応
い

た
だ
い
て
い
る
。

４
．�

社
会
福
祉
協
議
会
へ

の
多
額
の
公
金
投
入

問
題
に
関
し
て

問　

議
員

社
会
福
祉
協
議
会
の
収
入
の
柱

で
あ
る
介
護
保
険
は
全
国
平
均
の

45
％
、
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事

業
は
全
国
平
均
の
10
％
と
、
機
能

し
て
い
る
と
言
い
難
い
中
多
額
の

税
金
が
人
件
費
と
し
て
支
払
わ
れ

て
い
る
。

ま
た
給
食
サ
ー
ビ
ス
に
関
し

て
、
本
来
の
目
的
で
あ
る
安
否
確

認
を
考
慮
し
た
改
善
を
前
回
議
会

で
お
願
い
し
た
が
そ
の
後
の
状
況

を
伺
う
。

答　

町
長

現
状
で
は
自
主
財
源
で
は
人
件

宮
坂
　
陽
一
郎

宮
坂
　
陽
一
郎  

議
員
議
員
（
一
問
一
答
方
式
）

（
一
問
一
答
方
式
）
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１
．�

耐
震
改
修
促
進
計
画

の
進
捗
状
況
に
つ
い

て
問　

議
員

　

長
柄
町
の
耐
震
化
率
は
令
和
３

年
１
月
時
点
で
59
％
と
計
画
書
に

表
示
さ
れ
て
い
る
が
、
直
近
の
耐

震
化
率
の
進
捗
状
況
と
目
標
指
針

の
達
成
に
向
け
た
対
策
に
つ
い
て

伺
う
。

答　

町
長

　

定
期
的
な
耐
震
化
の
状
況
管
理

は
し
て
お
ら
ず
、
把
握
し
て
い
な

い
が
、
令
和
７
年
度
末
に
お
け
る

耐
震
化
率
は
６
３
・
５
％
と
推
計

さ
れ
る
。
現
在
、
耐
震
相
談
に
要

し
た
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い

る
が
、
住
宅
の
耐
震
化
に
す
る
工

事
費
の
一
部
を
助
成
す
る
制
度
を

創
設
し
耐
震
化
の
推
進
を
図
り
た

い
。問　

議
員

　

耐
震
化
率
は
あ
く
ま
で
目
標
で

あ
り
義
務
で
は
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
か
。
そ
れ
と
助
成
制
度
の
創

設
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

答　

建
設
環
境
課
長

　

義
務
で
は
な
い
と
認
識
し
て
い

る
、
助
成
制
度
に
つ
い
て
は
本
年

度
中
に
要
綱
を
整
備
し
令
和
７
年

度
か
ら
施
行
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。問　

議
員

　

町
民
に
災
害
の
備
え
に
対
す
る

意
識
向
上
の
た
め
町
内
全
戸
に
長

期
保
存
用
の
飲
料
水
１
ケ
ー
ス
の

配
布
が
検
討
で
き
な
い
か
伺
う
。

答　

町
長

　

飲
料
水
に
つ
い
て
は
町
の
備
蓄

水
、
広
域
市
町
村
圏
組
合
水
道
部

の
協
力
を
得
て
給
水
活
動
を
行

う
。
そ
の
他
に
飲
料
水
に
関
わ
る

災
害
協
定
は
ジ
ャ
パ
ン
フ
ー
ズ
な

ど
提
携
す
る
と
と
も
に
町
内
の
井

戸
所
有
者
の
井
戸
水
・
湧
水
の
供

給
協
力
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し

て
い
る
。
災
害
の
備
え
に
対
す
る

備
蓄
品
や
住
宅
の
防
災
対
策
に
つ

い
て
啓
発
活
動
に
努
め
る
。

の
充
実
を
図
る
。

問　

議
員

　

認
定
新
規
就
農
者
に
対
し
て
の

助
成
の
条
件
を
伺
う
。

答　

産
業
振
興
課
長

　

町
の
策
定
す
る
農
業
経
営
基
盤

の
強
化
の
促
進
に
関
す
る
基
本
的

な
構
想
に
則
り
町
が
認
定
し
て
い

る
。
条
件
と
し
て
２
つ
あ
り
主
た

る
事
業
者
１
人
当
た
り
の
農
業
所

得
が
２
５
０
万
円
、
労
働
時
間
が

１
８
０
０
～
２
０
０
０
時
間
を
５

年
後
に
達
成
で
き
る
者
と
な
る
。

問　

議
員

　

３
ha
以
上
３
年
の
利
用
権
で
助

成
す
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
金
額

は
い
く
ら
に
な
る
の
か
、
実
績
は

あ
る
の
か
。

答　

産
業
振
興
課
長

　

10
ａ
当
た
り
３
万
円
以
内
で
令

和
５
年
度
は
７
件
の
実
績
で
あ

る
。問　

議
員

　

新
規
就
農
者
の
支
援
助
成
等
の

拡
大
に
つ
い
て
検
討
で
き
な
い
か

伺
う
。

答　

町
長

　

新
規
に
就
農
を
希
望
す
る
方
に

つ
い
て
は
就
農
に
関
す
る
相
談
を

長
生
農
業
事
務
所
改
良
普
及
課
と

連
携
し
て
随
時
行
っ
て
い
る
。

　

認
定
新
規
就
農
者
に
つ
い
て

は
、
経
営
開
始
資
金
の
活
用
を
は

じ
め
、
町
独
自
の
支
援
策
と
し
て

農
業
用
設
備
購
入
の
た
め
の
助
成

や
研
修
支
援
を
行
っ
て
お
り
、
長

柄
町
で
農
業
を
し
て
み
た
い
と
思

っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
環
境
づ
く

り
と
新
規
就
農
者
の
ニ
ー
ズ
を
的

確
に
捉
え
な
が
ら
農
地
の
マ
ッ
チ

ン
グ
を
含
め
、
引
き
続
き
支
援
策

を
講
じ
る
と
と
も
に
受
入
れ
体
制

２
．�

耕
作
放
棄
地
、遊
休
地

の
復
興
に
つ
い
て

問　

議
員

　

離
農
者
の
農
地
を
営
農
組
合
や

大
規
模
農
家
が
引
き
継
い
だ
場
合

に
助
成
で
き
な
い
か
伺
う
。

答　

町
長

　

中
核
的
担
い
手
農
家
規
模
拡
大

円
滑
化
助
成
事
業
と
し
て
認
定
農

業
者
、
農
事
組
合
法
人
、
３
ha
以

上
営
農
し
て
い
る
大
規
模
農
家
に

対
し
、
３
年
以
上
の
利
用
権
を
設

定
し
、
借
り
受
け
た
場
合
の
助
成

や
、
耕
作
放
棄
地
解
消
対
策
事
業

の
活
用
推
進
を
図
っ
て
い
る
。
ま

た
高
齢
化
・
後
継
者
不
足
な
ど
理

由
に
よ
り
農
地
利
用
に
関
す
る
相

談
が
あ
っ
た
場
合
は
、
借
り
手
の

と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
や
農
地
バ
ン
ク

へ
の
登
録
な
ど
農
業
委
員
会
、
関

連
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後

策
定
す
る
地
域
計
画
に
お
い
て
、

地
域
の
農
地
の
利
用
状
況
と
地
域

農
業
に
対
す
る
課
題
な
ど
を
的
確

に
捉
え
、
今
後
の
農
地
利
用
や
担

い
手
の
確
保
策
な
ど
取
り
組
ん
で

い
く
。

佐
久
間
　
繁
英

佐
久
間
　
繁
英  

議
員
議
員
（
一
問
一
答
方
式
）

（
一
問
一
答
方
式
）
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１
．�

長
柄
町
に
お
け
る
災

害
へ
の
備
え
に
つ
い
て

問　

議
員

　

災
害
で
避
難
所
に
行
く
ま
で
水

に
行
く
手
を
阻
ま
れ
て
、
足
止
め

さ
れ
た
例
が
あ
る
。
新
た
な
避
難

所
の
設
置
、
対
策
に
つ
い
て
伺

う
。答　

町
長

　

指
定
避
難
所
は
、
地
域
防
災
計

画
に
お
い
て
地
域
的
な
バ
ラ
ン
ス

を
考
慮
し
て
、
箇
所
指
定
し
て
い

る
。
水
害
時
に
備
え
、
普
段
か
ら

避
難
所
ま
で
の
経
路
を
複
数
確
認

す
る
と
と
も
に
、
車
を
使
用
せ
ず

に
徒
歩
で
の
安
全
な
経
路
を
使
い

指
定
避
難
所
ま
で
に
早
め
に
避
難

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
、
大
切
で

あ
る
。

問　

議
員

　

高
齢
者
、
独
居
の
方
で
移
動
手

段
を
持
た
な
い
方
に
対
し
て
介
助

者
、
誘
導
者
な
ど
の
支
援
者
を
定

め
ら
れ
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

答　

町
長

 

本
町
で
は
災
害
時
要
援
護
者
登

録
制
度
を
基
に
、
自
治
会
長
や
民

生
委
員
等
の
協
力
の
も
と
災
害
時

要
援
護
者
台
帳
を
作
成
し
て
お

り
、
令
和
６
年
１
月
１
日
現
在
で

95
名
の
登
録
が
あ
る
。

問　

議
員

　

避
難
所
等
の
災
害
備
蓄
は
全
町

民
に
対
し
て
ど
の
程
度
持
ち
こ
た

え
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
併
せ
て

現
時
点
の
備
蓄
状
況
を
伺
い
た

い
。
ま
た
、
食
糧
、
飲
料
水
の
消

費
期
限
な
ど
入
替
の
際
の
処
分
方

法
を
伺
い
た
い
。

答　

町
長

　

千
葉
県
緊
急
物
資
等
の
備
蓄
計

画
に
準
じ
、
備
蓄
目
標
を
町
民
の

約
３
割
、
３
日
分
を
目
安
に
備
蓄

量
の
確
保
に
努
め
て
い
る
。
備
蓄

品
の
入
替
に
つ
い
て
は
リ
ス
ト
管

理
を
行
う
と
と
も
に
期
間
に
余
裕

を
持
ち
入
替
を
実
施
し
て
い
る
。

処
分
の
方
法
は
廃
棄
せ
ず
、
フ
ー

ド
ロ
ス
の
観
点
か
ら
社
会
福
祉

協
議
会
で
取
り
組
ん
で
い
る
※
２

フ
ー
ド
バ
ン
ク
へ
の
提
供
や
各
小

中
学
校
へ
配
布
し
、
防
災
意
識
の

高
揚
の
た
め
の
啓
発
活
動
の
一
助

と
な
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

問　

議
員

　

能
登
半
島
ク
ラ
ス
の
地
震
が
発

生
し
た
場
合
、
仮
設
住
宅
を
建
設

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る

が
、
建
設
場
所
の
候
補
地
な
ど
検

討
さ
れ
て
い
る
か
伺
う
。

答　

町
長

　

応
急
仮
設
住
宅
を
建
設
す
る
場

合
の
候
補
予
定
地
は
、
金
谷
農
村

公
園
と
桜
谷
多
目
的
広
場
と
な
っ

て
い
る
。
被
害
の
状
況
や
応
急
仮

設
住
宅
の
需
要
に
応
じ
、
追
加
が

必
要
と
な
る
場
合
は
、
公
有
地
や

私
有
地
の
借
用
を
検
討
す
る
。

神
﨑
　
清
美

神
﨑
　
清
美  

議
員
議
員
（
一
問
一
答
方
式
）

（
一
問
一
答
方
式
）

あなたも議会を傍聴しませんか
議会本会議の会議録を長柄町ホームページにて公開していますので、是非ご覧ください。

町民の皆様方のご意見、ご要望等ありましたら議会事務局までご連絡いただければ幸いで
す。

（次回定例会は６月18日㈫からの予定です。）

問い合わせ先　議会事務局　　☎35–2438

※
２
フ
ー
ド
バ
ン
ク
と
は

○
企
業
や
個
人
か
ら
食
品
を
回
収

し
、
必
要
と
す
る
方
へ
提
供
す
る

取
り
組
み
で
す
。
企
業
や
個
人
の

方
々
は
、
食
品
を
提
供
す
る
こ
と

で
食
品
ロ
ス
削
減
・
社
会
貢
献

の
推
進
に
繋
が
り
、
食
品
確
保
が

困
難
な
方
々
は
、
食
品
提
供
を
受

け
る
こ
と
で
生
活
改
善
に
繋
が

る
と
い
う
新
し
い
食
の
リ
サ
イ

ク
ル
の
形
で
す
。
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予算常任委員会予算常任委員会
・令和６年度予算が可決されました

３月７日、８日に開催された予算常任委員会で第１回定例会により付託された「令和６年度予算審査」を行い、18
日の本会議にて総務事業並びに住民教育所管の予算を可決しました。また、各常任委員会での主な質疑応答は以下
のとおりです。

総務事業常任委員会質疑応答
（池沢委員長、佐久間副委員長、古坂委員、柴田委員、岡部委員、神﨑委員）

質疑
庁舎空調改修工事について、かなり高額な事業費のため、ビルトインの大型エアコンを使用するなど、 
コストダウンを図るための検討はされているのか。

答弁
耐震性、効率性、消費電力、維持管理など様々な要因を加味したうえで、設計業務を行った結果である。 
また、ベルス認証を受けることにより、特別交付税措置もされる。
入札にあたっては十分に精査したうえで、予算を執行していきたい。

質疑
自主防災組織防災活動補助金について、なぜ予算は３組織分なのか。自然災害が増えている中で、町全体
が積極的に取り組んでもらうような形で自主防災組織を助成すべきではないか。

答弁 各組織において、防災訓練を実施いただく件数が増えるようであれば、補正予算にて対応したい。

質疑
路線バスの茂原大津倉線について、朝晩の２本しか走っていない。しかし、実際に買い物に行く時間は日
中である。例として曜日を指定して、日中に運行してもらうなどの提案はできないものか。

答弁

交通事業者の人員不足が、2024年問題として新聞でも取り上げられており、増便は厳しい。
交通手段が無い方には健康福祉課のタクシーチケットを活用してもらっている。
また、昨年の11月から町内8箇所でヤックスの移動販売も始まっている。
他の地域でも要望があるため、町外に出るのではなく、移動販売に来てもらうことも考えている。

質疑 地域おこし協力隊について、具体的な活動内容は何か。

答弁

長柄町の材料を使った石鹸を作っており、昨年開催した農林商工まつりにおいて、初めて販売を行うこと
ができた。
その他にも、現在活動していただいている隊員の方からは、長柄町の役に立ちたいと言ってくれている
ので、長柄町に定住していただき、長柄町内で起業してもらい、町を活性化してもらえたらという希望を
もって活動に取り組んでいただいている。

質疑
今年度の水稲病害虫防除は、いつ散布をしたか、そもそも散布をしていないのか、何も分からないという
意見を多く聞いている。散布日くらいは周知できないか。公式LINEなどスマホで確認できるような方法
はないか。

答弁
町民からそのような意見を多数いただいているため、令和６年度の課題として認識している。
何らかの形でいつ散布するのかを周知していきたいと考えている。

質疑
辺田地区の地域農業計画を策定するに伴ったアンケートについては、令和７年度の地域計画策定に向けた
調査だと認識している。今回の調査を経て、現状の地図を作成するのか、将来の目標地図を作成するのか。

答弁
土地所有者へのアンケート調査や農業委員等が行っている耕作放棄地調査等をもとにして、現状と5年か
ら10年先どうなっているのか、自身が耕作しているのか、誰かに貸付しているのか、現地が荒れてしまっ
ているのか等把握できるような一目で分かる図面を作成する。

質疑
山から道路にせり出した枝や、法面が崩れ水路に堆積している箇所を見受ける。
状況に応じて道路維持費をもっと有効に活用してもらえないか。

答弁 基幹道路や１級町道を優先して維持管理を行っているが、緊急性の高い箇所については適宜対応していく。
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質疑 脱炭素事業に採択を受けるための条件とは何か。

答弁
V2H充放電設備や定置用リチウムイオン蓄電システムの場合、住宅用太陽光パネルが設置していること
が条件である。また、V2H充放電設備においては、電気自動車と一緒に導入することで加算措置がある。
導入する設備については国の認証を受けた製品でなくてはならないなどの制約がある。

住民教育常任委員会質疑応答
（鶴岡委員長、高橋副委員長、本吉委員、三枝委員、宮坂委員、金坂委員）

質疑 海外交流事業の目的と成果について。

答弁

中学生が異国の文化や言葉、風土にふれ合う中でいろいろなことを学ぶと同時に、コミュニケーション能
力の育成が目的である。
成果は数値で表せない部分が大きいが、目の前で、実際に肌で感じた経験というのは、いずれ子どもに
とって大きな財産となる。

質疑
長柄中学校の特別教室ＬＥＤ化整備工事について、場所はどこか、これで中学校のＬＥＤ化整備は終わる
のか。

答弁
本校舎及び裏の校舎の特別教室を整備する。普通教室は令和５年度に終了しているので、本年度に特別教
室が終われば完了となる。

質疑
ながら号運行管理業務の契約について、長期契約の初年度となっているが、今までの事業者が再度業務を
引き受けるのか。

答弁
本年度までの契約は、仕様に伴う業者が限られていたので、随意契約を行ったが、令和６年度については、入
札で行いたいと考えている。

質疑 公民館の利用者数について、データは取っているのか。

答弁
主催教室・サークル・学校・一般団体の利用について毎月統計を取っている。今年度の利用者は昨年度に
比べ多い状況である。

質疑 国民健康保険税の所得割について

答弁 所得割について基礎部分が7.4％となっており、長柄町は、長生郡市内で下から２番目に低い方である。

質疑 介護用品の給付費について、紙おむつだけでなくグローブも要望を出していたが、検討いただいたのか。

答弁
他町村の状況を確認しているところであるが、柔軟に対応したいと考えており、４月当初から目指してい
きたい。

質疑
帯状疱疹ワクチン予防接種費用助成について、２種類のワクチンをどこの医療機関で取り扱っているの
か、リストは作成しているのか。

答弁
長生郡市内のリストは現在作成中である。なお、帯状疱疹ワクチン予防接種は任意接種であり強制力がない
ので、長生郡市以外は、ご自身で医療機関に問い合わせるようになる。

意見
民生委員の予算の問題は町の義務になっているはずなので、民生委員が国が定めている業務内容を実施す
るまでは、凍結をお願いしたい。

答弁
民生委員の活動報償については、課として一層関わりを持ち、指導管理し、改善するべきところは改善す
る形で進めていきたい。
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